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14 ～ 20

事 業 所 番 号

　□　認知症対応型共同生活介護

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

・職員が参加して親しみやすい理念をつくり、職員だけでなく家族にも伝わり伝
えて家族を含めたチームケアを実践している。
・地域での各種行事、事業所での行事には利用者が積極的に参加し、地域の方々
との交流を深めている。
・小学校と提携しクラス単位で学童が訪れて交流をしている。親しくなった子供
たちが下校時に自由に訪れ利用者と一緒に遊んだり、利用者個人宛に手紙も差し
出してくれている。この交流は、利用者の大きな喜びになっている。また、子ど
もたちが家庭では味わえない高齢者との交流は、子どもの教育面にも貢献してい
る。
・職員と利用者で町のごみ拾いを月に２回行い住民に感謝されている。
・職員を基準人数以上確保し、ゆとりをもってケアをしている。
・散歩や外出は、車椅子の利用者も含めて、天候の許す限り毎日全員で行ってい
る。また、希望者には美容院や買い物外出も行っている。
・隣が地区センターで周囲は安全な散歩コースになっている。この環境を活用し
て地域、家族を含めたイベントを開催している。
・利用者が希望すれば、かかりつけ医への受診も支援し、必要に応じて職員の付
添支援も行っている。

歩行困難な入居者の方も車椅子等を利用し、体力維持の為、毎日近隣の公園まで３０
分以上の散歩を行っている。また、入居者全員が毎日の入浴を希望されているので満
足していただけるよう毎日の入浴支援を試みている。　　　余暇では、自発的に塗り
絵や百人一首をされ、入居者さん同士コミュニケーションを取り和気あいあいとした
雰囲気で生活されている。
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平成15年9月1日

所　　在　　地

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

15 ～ 22

）
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Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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朝日のあたる家

56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

グループホーム　朝日のあたる家

　　　　　やよい　

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつくり、管
理者と職員は、その理念を共有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事業所
自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解や支
援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

・地域交流の原点として活発
で自由な意見交換が行われて
いる。
・そこで話された地域行事の
情報、一緒に楽しむための準
備、家族の意見などを日常の
ケア活動に活かしている。

市町村の主催している講習会に
参加し、実践している。徘徊
ネットワークに登録し、市町村
との協力体制をとっている。

・社会福祉協議会や徘徊ネッ
トワークの役員として、市や
区及び関係団体との協力体制
の構築に努めている。

地域の行事には地域の一員とし
て参加している。また、散歩の
ときなど地域の方と接する機会
があるときには挨拶を積極的に
行っている。

・地域の行事、事業所のイベ
ントにも参加し、小、中学生
との交流を積極的に受け入れ
ている。
・利用者が職員と一緒に町の
ごみ拾いを行い感謝されてい
る。

地域イベントへの参加や地域の
学生・ボランティアの方々など
との交流を持つ事により、直截
的なふれあいの中で認知症や介
護の理解をいただけるように心
がけている。

地域の情報や行政の意見をいた
だき利用者のサービスに活かし
ている。又、我々が地域の方に
出来ること等を提案している。

地域に根ざした介護を基本理念
をし、地域イベントにはスタッ
フも積極的に参加し利用者も参
加できるように工夫し、地域の
方々にご理解とご協力を頂ける
様に心がけている。

・地域密着を重視した親しみ
やすい理念を職員参加でつく
りあげ、その理念を玄関に管
理者の「書」で掲げ、家族、
地域にも広め、チームケアの
実践に活かしている。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁止の対象と
なる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度につい
て学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、それらを
活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反映させている

契約に関する説明は、ご家族が
納得するまで、時間を掛け、不
安や疑問がなくなるまで行う。
特に重度化、看取りに関しての
医療連携体制については詳しく
説明している。

年２回の家族会を開催し、家族
の要望と意見をよく聞き、運営
に反映させている。

・家族会の出席率は高く、家
族とは日常の来訪時に何でも
言える話せる人間関係を築く
ように努力している。
・家族の意見吸収のため、来
訪時には備え付けの要望用紙
に記載をお願いしている。

職員全員が高齢者虐待防止関連
法についてミーティングやカン
ファレンスを通して勉強会を開
き、防止に努めている。

既にこの制度を活用している利
用者の受け入れ経験を活かし制
度をより理解し、活用・支援で
きるように努めている。

外部の不審な侵入者を防ぐた
め、玄関の施錠は行っている
が、施設内の移動行為は危険性
の無い限り（階段など）制限は
行っていない。直接的な身体拘
束は行っていない。

・勉強会で身体拘束に関する
11カ条を徹底している。
・玄関は家族からの要望で施
錠しているが、利用者の行動
をフォローし、施錠感のない
よう対応している。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を持って働け
るよう職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居前に環境の変化に対する不
安やストレスを軽減できるよう
にコミニュケーションをとり、
入居後は職員や他利用者と馴染
めるように、席の配置等に配慮
している。

グループホーム連絡会が開催す
る交換研修に参加している。近
隣の事業同士で担当者会議を開
き、経験を基に意見を出し合っ
てケアに活かしている。

それぞれの職員の立場や経験を
習熟度に応じて、計画的に人材
育成に取り組んでいる。

職員の資格習得のため支援を行
い、取得後は本人の意向を重視
しながら職場に活かせるように
労働環境作りに努めている。

代表・管理者は各ユニットリー
ダーによる会議、毎月行われる
各ユニット毎のカンファレンス
に参加し職員との意見交換を
行っている。

・申し送り、カンファレンス
では自由に意見交換ができる
ように配慮している。
・また、全職員参加のお茶会
（雑談会）や慰労会を催し、
職員の意見や提言を聞き出し
運営に活かしている。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた対応
に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

一人ひとりの今までの生活習慣
を尊重し、馴染みの友達が一緒
にゆっくり過ごせるよう家族と
の面会・外食などの機会を多く
していただくように支援してい
る。

・家族、知人、友人の来訪を
積極的に働きかけている。
・その手段として、利用者か
ら絵手紙を出すことをサポー
トし、旧交を温め、継続的関
係維持の支援をしている。

相談を受けたとき、本人と家族
が必要としている支援を見極
め、本人の状態に応じニーズに
合わせて、他法人の介護施設の
紹介なども行っている。

入居者が人生の先輩である事を
敬い、生活の技や生活文化の大
事さを教えてもらう場面を多く
作っている。

本人・家族双方の意見、気持ち
をよく聞き共有してよりよい方
向へという気持ちを大切に家族
と同じような思いで支援してい
る。

よく話しを聞き入れ、家族の現
状の気持ちを理解する。適切な
助言や出来る限り要望に応える
事で家族の不安や困っている問
題を緩和出来る様心がけてい
る。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

介護日誌、バイタルチェック
シートなど、日常の生活リズム
や体の状態を常に観察し、異変
を早期に発見できるように体制
を整えている。

入居時には、自宅を訪問した
り、本人・家族・介護支援専門
員などから聞き取るようにして
いる。また、入居されてからも
バックグラウンドを元に把握し
ていくよう努めている。

本人の思いを最優先して買い
物、外出など入居前の生活スタ
イルと同じように本人本位の生
活ができるよう支援している。

・日常のケアの中で利用者一
人ひとりの意向や希望の把握
に努めている。
・把握した情報は担当者に集
約し、日常生活の中で活用す
るよう努めている。

　Ⅲ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

契約を終了しても、電話などで
利用者の様子を聞いたり、入院
していれば、お見舞いに行って
本人や家族の相談にのるなどし
て支援している。

利用者同士の性格、相性などを
考慮し、定期的に席替えを行っ
ている。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録に記入
し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活か
している

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの多機能化に取
り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を受けられる
ように支援している

本人や家族の希望に沿った医療
機関を受診できるよう支援して
いる。受診時の通院介助など、
希望に応じて職員が代行できる
ようにしている。

・利用者の入居以前のかかり
つけ医とは、事業所として情
報連携を図り、利用者が受診
を希望するときは、必要に応
じて通院の支援も行ってい
る。

通所利用の方に関しては、予定
日以外の通所や緊急時の延長
サービスなど本人・家族の要望
に応じて柔軟に対応している。

本人と関係あるボランティア個
人、インフォーマルサービスに
ついて日々から情報を収集して
生活支援に結びつけるよ心掛け
ている。市事業のオムツ支給も
利用している。

家族の面会時、意見を聞きそれ
をもとに今後のケアのあり方に
ついて、カンファレンスをにて
職員全員で介護計画を立ててい
る。

・家族来訪時には、気軽に話
し合える関係を築き要望を聞
いている。
・聞いた情報は担当者に集約
し、全職員が参加して介護計
画を作成している。

個々の記録や介護日誌を職員全
員が共有し、日々の支援に迅速
に対応できるようにしている。
又、勤務開始前にかならず確認
するよう義務づけている。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が適
切な受診や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。又は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分に説明しな
がら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避難でき
る方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力体制を築い
ている

定期的に火災や地震を仮定した
避難訓練を地域の消防職員の協
力を得ながら実地している。ま
た、非常持ち出し袋の準備や災
害時のマニュアルを職員全員が
把握している。

・避難訓練は年２回、消防署
の指導で地域住民も参加して
行っている。
・その他、年２回事業所内で
利用者、職員に予告なしで行
い問題点の把握に努めてい
る。

・夜間を想定した避難訓練も
計画・実行されることを期待
します。

入院先の医療機関からの情報を
元に家族、当事業所の訪問医
師、管理者、ユニット長と協議
して早期退院のため話し合う機
会を設けている。

本人と家族の意向を早期に話し
合う機会う機会を作り、今後の
方針を全職員、家族、医療関係
者で連携を図りチームで支援し
ている。

・”自然に最期を”を基本に
本人、家族の希望を大切に対
応している。
・ターミナル・ケアについて
は、家族、医療機関、関係全
職員で方針を協議し、協力体
制をつくり取り組んでいる。

行政や消防署の協力を得て、救
急法、蘇生法、の研修を学習・
習得し、全職員が対応できるよ
うにしている。緊急対応マニュ
アルを作成し、訓練を定期的に
行っている。

介護職員と毎週の訪問看護師
は、気軽に相談できる関係がで
きており、相談・助言・対応を
行ってもらっている。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望にそって
支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活かし
ながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをしている

準備や片付けは無理のない範囲
で行ってもらい、ベランダや庭
で家庭菜園をしており食材とし
て使用して職員がテーブルの間
に入り食事を楽しんでいる。

・利用者の食事の好みは家族
や本人から聴き取り、好き嫌
いに配慮している。
・食事に楽しみを添えるた
め、菜園で採れた食材を利用
したり、手伝いも、気持ちを
尊重してお願いしている。

基本的な一日の流れは計画する
が、一人ひとりの体調に配慮し
ながら本人の希望を尋ねたり相
談しながら希望に添えるよう支
援している。

訪問美容師を利用してもらい、
本人の希望に沿った髪型にして
もらっている。本人に衣類は選
択してもらっているが、職員も
本人の好む服装を全て把握して
いる。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

本人の希望や訴えを傾聴し、本
人の要望にできるだけこたえて
いる。言葉だけではなく、表情
や仕草などから読み取り、選
択・決定できるような質問の仕
方に配慮している。

入居者への言葉遣いや挨拶には
馴れ合いの中でも誇りを傷つけ
たりしないように対応、言葉掛
けに配慮している。

・利用者の尊厳やプライバ
シーの順守についての職員教
育は常時行っている。
・利用者に対する職員の接遇
は、訪問調査時の観察では利
用者を尊重したものであっ
た。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた
支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

水分補給、繊維質の多い食品の
摂取を心がけている。雨天の日
などは体操や屋内での歩行で運
動量の減少を防いで、薬にぬや
みに頼らない工夫をしている。

入居者全員、毎日入浴支援して
いる。ゆっくり浸かりたい方に
は順番等工夫し、尿、便失禁の
場合は曜日、時間関係なく入浴
支援している。

・入浴時間帯は利用者の希望
を聞いて、毎日入浴してい
る。
・入りたがらない利用者には
入浴剤使用や声掛けを工夫し
て、入浴を楽しめるように配
慮している。

食後は、口腔ケアを行うように
声を掛ける。職員が見守った
り、介助を行っている。就寝前
は、義歯の洗浄を行っている。
定期的に訪問歯科による検診を
行っている。

排泄表をつけ、個々のパターン
を把握している。トイレ誘導の
時間を決め、さりげなく声かけ
けをし、排泄を促している。

・排泄管理表を作成して一人
ひとりの排泄パターンを把握
し、自立に向けてオムツから
布パンツ利用、ポータブルト
イレから、トイレに行けるよ
うに支援をしている。

食事水分量を記録し摂取量の少
ない入居者には、その人の好む
食品を追加で摂取していただく
などして、不足分を補ってい
る。また、栄養士に指導を受
け、栄養バランスを考えた献立
を提供している。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息したり、
安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支
援に努めている。また、普段は行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら出かけられるよ
うに支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

一人ひとりの希望や力に応じ
て、金銭管理の支援に取り組ん
でいる。お金に対して被害妄想
など不安感のもたれている方は
預かるり、その都度手渡すなど
工夫している。

家事・買い物など広範囲に及び
一人ひとりの力を発揮してもら
えるよう仕事を頼んでいる。そ
の際には感謝の気持ちを伝える
ようにしている。入居者の趣
味、楽しみを見出し気晴らしの
支援をしている
一人ひとりの歩調に合わせ、散
歩に行っている。リズムのある
生活を心がけている。入居者の
希望を把握し、家族にも協力、
参加していただき出掛けられる
ように取り組みをしている。

・日常的な散歩以外に、馴染
みの美容院や買い物などの個
人的な要望にも対応してい
る。
・職員が映画やプラネタリウ
ムなど、全員での外出も計
画・実行している。

居室で昼寝したり、本を読んで
休まれ、思い思いに過ごしてお
られる。就寝時間は決めず個々
のペースに合わせている。布団
は小まめに干し気持ち良く熟睡
出来るよう支援している。

用法・副作用の記載された服用
中の薬一覧表があり、確認でき
るようにしてある。投薬後に職
員が投薬表に捺印している。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ等）
が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活感や季節感を採
り入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地よく過ごせる
ような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫して
いる

各居室前には、名札をつけてい
る。トイレや浴室のドアには区
別の為、案内紙・目印をつけて
いる。身心機能の状態変化に考
慮し、現在の状態に応じ、その
都度生活環境の改善に取り組ん
でいる。

入居者同士で居室に尋ね遊びに
行ったり、一緒にリビングのソ
ファーで会話を楽しまれたり思
い思いに過ごされている。落ち
着いて寛げるようソファーの配
置にも配慮している。

本人、家族と相談し、使い慣れ
た寝具・家具・絵画などを持ち
込んでもらい、快適に過ごせる
ように支援している。

・居室には本人、家族の希望
に沿って馴染みの家具や装飾
品等を持ち込み、室内には自
作の絵を貼ったり､季節の工作
物を飾ったりして居心地の良
い居室になるよう支援してい
る。

入居者と相談しながら廊下やリ
ビングには季節に応じた飾り付
けや外出、イベントの写真を
貼っている。

・リビングは、クリスマスの
装飾やイベント写真などを展
示し、季節感と温かみのある
生活空間となっている。
・不快な音や光りなどは感じ
られず、採光も良く、空調も
適度に調整されている。

年賀状・暑中見舞いの他、毎月
作成している絵手紙などを家
族、友達に出せるよう支援して
いる。
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朝日のあたる家

56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

グループホーム　朝日のあたる家

あすか

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取り組み
状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝えながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

市や区で開催されている講習
会や講演会などに積極的に参
加し、現場で実践している事
について討論している。徘徊
ネットワークに登録し協力し
合っている。

地域の催し物に参加したり、
近隣の小学生の実習時、自治
会など地域住民の方などに認
知症を理解して頂く為、説明
会を催している。

地域の情報や行政の意見をい
ただき利用者のサービスに活
かしている。又、我々が地域
の方に出来ること等をお聞き
している。

職員全員で理念を考え、玄関
に掲げている。その為、職員
の意識の向上に繋がってい
る。

地区センターでの催し物や小
学校の運動会、盆踊りなど積
極的に参加している。又、地
域のボランティアの方による
催し物も施設で行われてい
る。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基準及び指
定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁止の対象となる
具体的な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘
束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機会を持ち、利
用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等の不安や疑問
点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外部者へ表せる
機会を設け、それらを運営に反映させている

・勉強会等を開催し、理解を
深める様にしている。又、成
年後見人制度の研修に参加し
ている。対応が必要な利用者
には随時アドバイスを行いな
がら支援に結び付けている。

利用者、家族の状況を重視
し、健闘し、十分な説明の上
契約の締結や解約の同意を得
ている。特に重度化、看取
り、医療連携体制については
詳しく説明し、不安を取り除
いている。
年２回の家族会により意見等
を気軽につたえられるような
雰囲気づくりに留意してい
る。又、苦情等を前向きに受
け止め速やかな対応、改善を
している。

虐待に関する講習を受講した
り、カンファレンスでの勉強
会を通じて、虐待防止法につ
いて学んでいる。

全職員、権利擁護や身体拘束
によって入居者が受ける身体
的、精神的弊害について理解
する為、勉強会を実施し共有
し認識を図っている。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把握し、給
与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を持って働けるよ
う職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を把握し、
法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながらトレーニングし
ていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつくり、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するための関係
づくりに努めている

グループホーム連絡会の主催
する交換研修に参加し質の向
上に励んでいる。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

事前に仮入居の期間を設け、
本人の思い、考えを尊重出来
る様努めている。又、入居を
考えている方には通所で利用
していただき本人に受け入ら
れるような関係づくりに努め
ている。

職員の経験、習熟度等に応じ
て研修の機会を計画的に行っ
ている。新人職員には接遇指
導等もおこなっている。

定例カンファレンスの場や、
慰労会の場で問いかけたり、
聞き出したりしている。月一
回職員による「ニコニコ会」
を催し雑談の場としている。

多くの職員達に課題意識を
持ってもらい、その執行過程
を通じてやりがいや自身を持
てればと願い、本人の意向を
重視しながら職場内で活かせ
る労働環境作りに努めてい
る。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮らしを共にする
者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人と家族の絆を
大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が途切れ
ないよう、支援に努めている

一人一人の生活習慣を尊重し
継続的な交流が出来る様働き
かけている。今までの生活で
の知人、友達などに会った
り、来訪してもらっている。

利用者の心身の状態を面会な
どの機会の度把握して頂き、
情報の共有に努め、不安や相
談に耳を傾けながら家族と同
じような思いで支援している
事を伝えている。

本人や家族が必要とする支援
を見極め可能な限り柔軟な対
応を行っている。又、本人の
状況に応じて他法人の施設の
紹介もしている。

職員は入居者と共に暮らす同
士として「苦しみ」「喜び」
等本人の思いを共感し理解す
るよう努めている。時折入居
者より職員が労りの言葉を掛
けていただいている。

家族の要望や困っている事を
傾聴し、事業所がどのような
対応が出来るか事前に話し合
いを持つように努めている。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用者同士が
関わり合い、支え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を大切にし
ながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォローし、相談や支援
に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めている。困
難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現状の把握
に努めている

時間を追っての生活状況の記
載、職員間での申し送りなど
により、細部に至る現状を把
握し出来る事、出来ない事に
注目し、働きかけている。

一人ひとりの希望、意向をよ
り把握出来る様に入居者ごと
に担当を決め、カンファレン
ス時に情報を提供し支援をし
ている。

一人ひとりに応じた趣味、例
えば絵、習字、歌、スポーツ
等の時間を設け、その人独自
の生活歴やライフスタイル、
個性や価値観等の把握に努め
ている。

　Ⅲ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

役割活動等を通して入居者同
士の関係が円満になるよう職
員が調整役となり支援してい
る。入居者が孤立しないよう
に配慮している。

他の事業所へ移られた方に
も、これまでの暮らしの継続
性が損なわれない様に、情報
を提供し連携を心がけてい
る。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、本人、
家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録に記入
し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活かし
ている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの多機能化に取り組
んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人が心身の
力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支
援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られたかかり
つけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

本人の希望があれば、地区セ
ンターの図書室を利用出来る
様にしている。地域包括支援
センター、自治会の協力によ
り周辺情報を取り入られるよ
うに協力関係が築かれてい
る。
かかりつけ医の選択は本人、
家族の希望に沿って行われて
いる。受診は家族の同行をお
願いしているが、不可能な
時、又必要があれば職員も付
き添っている。

個人ファイルに食事、水分
量、排泄、日々の様子を記録
している。全ての職員は勤務
開始前に確認を義務付けてい
る。その個別記録をもとに介
護計画の見直しに反映させて
いる。
本人や家族の要望に応じ通
院、通所の送迎等必要な支援
には柔軟に対応している。

様子を把握出来る様に入居者
個々の連絡ノートを作成し、
意見交換やモニタリング、連
携医療関係者含め、課題とな
る事を話し、介護計画の作成
に活かしている。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、職場内
の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、できるだ
け早期に退院できるように、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から本人・家
族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分に説明しながら
方針を共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手当や初期
対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避難できる
方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力体制を築いてい
る

早い段階から不測の事態に備
えて本人、家族と話し合い、
方針を固め事業所で出来る支
援を説明し理解を施し地域関
係者と共にチームで支援体制
を整えている。

高齢者にありがちな疾病に対
する勉強会や応急処置の仕方
を習得している。又、夜勤時
の緊急時対応についてはマ
ニュアルを作り、周知徹底を
図っている。

介護職員と訪問看護師とは気
軽に相談できる関係が出来て
おり、毎週１回相談、助言、
対応を行ってもらっている。

入院先の医療機関からの情報
を元に家族、当事業所の訪問
医師、管理者、ユニット長と
協議して早期退院の為、話し
合う機会を設けている。

定期的に施設全体、地域住民
の参加にて避難訓練を行って
いる。又、消防応援協定を結
び地域との協力体制を充実さ
せている。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねない言葉か
けや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定できるよう
に働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとりのペース
を大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望にそって支援
している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活かしな
がら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをしている

無理強いせず、その人がやっ
てみたいという意思や気持ち
を引き出す様な声掛けや場面
を作り出している。

個々の体調に合わせ、その日
の気分を大切にし希望、要望
に沿う支援を行っている。一
人ひとりの体調に配慮しなが
らその日、その時の本人の希
望、気持ちを尊重し望んでい
るペースに合わせた暮らしの
支援をしている。

衣服の着替え、選択は自己決
定してもらっている。訪問美
容院は希望に合わせたカット
や毛染めをしている。又は、
馴染みの美、理容院に同行し
ている。

プライバシーを損ねるような
言葉掛けはせず、利用者を尊
重して言葉掛けや対応に配慮
している。

本人の希望をなるべく聞いて
職員皆で話し合って、希望通
りにする様努力している。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保できるよう、
一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとりの口腔状
態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめるように、
職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じた入浴
の支援をしている

戸外への散歩など、適度な運
動や繊維質の多い食材を取り
入れる事で自然な排便が出来
る様取り組んでいる。下剤服
用の入居者には個々の状態に
合わせ、服用量の見直しを検
討している。

体調不良が続く利用者におい
ては、スタッフが充実してい
る時間帯に、複数で入浴や清
拭を行うなど、臨機応変に対
応している。

一人ひとりの状態に合わせた
見守りをしながら、毎食後口
腔ケアを行っている。本人の
訴えや日常生活の変化を見逃
さず、早期に訪問歯科医の受
診をしている。

時間や習慣を全職員が把握
し、さりげなくトイレ誘導す
る事で排泄を促している。尿
意のない入居者にも排泄
チェック表を利用し、時間を
見計らって誘導している。

栄養バランスについて栄養士
の指導があり、水分補給、食
事摂取などチェック表に記入
し、様子が分かる様になって
いる。又、メニュー作成の
際、食べたい物を聞く様にし
ている。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息したり、安
心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量について
理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとりの生活歴
や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援をし
ている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支援
に努めている。また、普段は行けないような場所でも、本人の希望
を把握し、家族や地域の人々と協力しながら出かけられるように支
援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、一人ひと
りの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるように支援してい
る

小額のお金は所持してもら
い、買いたい物があれば近く
のスーパーなどへ職員と出掛
け、自分で選び支払っても
らっている。

一人ひとりの張りのある生活
にしてもらう為、出来る事、
有する力を引き出す様、職員
は日々観察し役割を見つけて
あげている。

午前、午後と利用者と希望と
状態を見ながら気分転換も兼
ねて散歩を実施している。月1
回は必ず季節感を味わえる様
に季節の花見に出掛けてい
る。

なるべく日中にレクリエー
ション、散歩などの参加を促
し、夜間ゆっくり休める様に
支援している。眠れない時は
暖かい飲み物の提供、お話の
相手になるなどの支援をして
いる。
職員は必ず処方箋を確認し、
更に処方が変わった時は連絡
ノートに記載し、内容の周知
を徹底させている。服薬が終
わるまで職員が見守り、
チェック表に記入している。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取りができ
るように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ等）
が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しながら、使い慣
れたものや好みのものを活かして、本人が居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫している

リビング、廊下には手すりを
設置し、歩行に支障がある方
は利用出来る様にしている。
入居者の「現在の状態」を一
人ひとり把握し、その力を見
極め、心身機能の変化を考慮
し危険防止への取り組みが過
剰にならぬ様、カンファレン
スにて話し合い、その都度改
善に取り組んでいる。

リビング全体が見渡せる所に
ソファーを置いたり、日光浴
が出来る様ベランダにベンチ
を置いたりなど、利用者の居
心地の良い場所を提供してい
る。

家具や備品には、施設の備え
付けではなく、本人が使い慣
れた物を持ち込んだり、居室
の入り口には表札だけでな
く、自分の部屋だと分かる様
に自作の絵を貼っている。

ご本人の希望と、ご家族の了
解をとり、随時対応してい
る。本人が作成した絵手紙を
友人、家族に送っている。

季節によって装飾を変えてい
る。入居者に合わせた温度に
している。季節感を感じても
らう為、装飾品に配慮してい
る。居室、リビングの空調に
は心掛け、毎朝新鮮な外の空
気を入れ替えている。
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朝日のあたる家

56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム　朝日のあたる家

やまと

 事業所名

 ユニット名
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取り組み
状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝えながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

助け合い　支えあって
はぐくもう　地域に根ざした
あったか介護の理念を共有
し、地域とのふれあい・活動
を実践している。

　Ⅰ　理念に基づく運営

月二回3ユニット合同ゴミ拾い
実施。地区センターへの行
事、地域のお祭り、小学校運
動会への参加。ボランティア
受け入れ、地区センターの催
し物への協力。

近隣の小・中学校の実習の受
け入れも積極的に行ってい
る。自治会などには専門職の
講師による話を聞いてもらう
機会を設けている。

地域住民、行政、職員より多
くの参加を働きかけ、充実し
た意見を今後の課題として取
り組んでいる。

市や区が主催している講演会
や催しにも積極的に参加して
いる。また、緊急の際のネッ
トワークや情報交換も努めて
いる。徘徊ネットワークに登
録して協力し合っている。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基準及び指
定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁止の対象となる
具体的な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘
束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機会を持ち、利
用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等の不安や疑問
点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外部者へ表せる
機会を設け、それらを運営に反映させている

社会福祉協議会と連携し、情
報の収集に務めたり、日常的
金銭の管理など必要に応じ制
度の活用を支援している。

虐待は皆で話し合うことであ
り得ないと感じているが高齢
者虐待防止法についてはよく
勉強し理解するようにする。

利用者の安全を第一に考え、
徘徊による転倒防止と外から
の不審者進入防止の為、玄
関・各ユニット扉に施錠して
いる。居室は利用者の意志で
本人が内側から施錠。

契約に関しては事前に用紙を
送り充分理解してもらう。特
に起こりうるリスク・重度
化・看取りについての対応、
医療連携体制は詳しく説明し
安心していただいて同意を得
ている。
入居者の家族で構成する家族
会を年に二回開催し、不満・
苦情等を聞いている。それに
ついて職員と話し合いをして
いる。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把握し、給
与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を持って働けるよ
う職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を把握し、
法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながらトレーニングし
ていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつくり、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するための関係
づくりに努めている

職員の資格取得のため支援を
行い、向上心をもてるよう職
能評価を実施している。年間
行事開催において職員が主体
的に意欲を持って実行するよ
う、役割分担をし執行して充
実感を持っている

GH連絡会が主催する交換研修
等に参加し、質の向上に励ん
でいる。

代表者、管理者の出席のも
と、各ユニットでのカンファ
レンスを毎月開催し意見交換
を行っている。又、各ユニッ
トの代表者が集うユニット長
会議を月2回行い意見や改善案
を話している

他の施設への研修、交換研修
の実施。カンファレンス等で
の事例や医学的知識の勉強会
の実施し計画的な人材育成に
取り組んでいる。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

利用者が不安に思ってる事や
困ってることを、早い時点で
気付き傾聴し共感を持ち考え
方を温かく受け入れ人格を認
める。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮らしを共にする
者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人と家族の絆を
大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が途切れ
ないよう、支援に努めている

相談、訪問時間、十分時間を
とり配慮・理解するようにつ
とめて行く。どのような事を
もとめているかお話して頂
き、当施設の様子、どの様に
対応出来ているかをお話する
様努めている。
家族の概要や不満・必要性に
応じたニーズに合わせた機関
を利用するなど対応に努めて
いる。

食事の準備・レクリエーショ
ン・買い物・外出・会話など
一緒に生活を楽しむよう心掛
け、「苦しみ」「不安」等本
人の思いを共感し、理解する
よう努め、ともに支え合える
関係作りに留意している。
家族や本人の意志、状況を見
極め家族との外食や外泊のサ
ポートに努めている。また、
ホームでの行事に参加を促し
たり本人と家族のコミュニ
ケーション場を配慮してい
る。
利用者の希望を重視し、ご家
族と相談の上、外部からの通
信を可能にしている。入居者
のご家族の定期訪問やオカリ
ナ演奏訪問によりコミュニ
ケーションをはかっている。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用者同士が
関わり合い、支え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を大切にし
ながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォローし、相談や支援
に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めている。困
難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現状の把握
に努めている

他の事業所へ移られた場合で
も、アセスメント・ケアプラ
ン等支援状況など、情報交換
を行っている。

　Ⅲ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

仲間はずれにならないように
スタッフが常に気配り、楽し
みを共有することによって孤
独を防いできた。利用者同士
好きなことやレクリエーショ
ンを通じて関われるようにし
ている。

希望がある場合、できるだけ
意向に添う様お話を聞き実現
できるようにしている。

朝の礼拝を習慣としている利
用者には、その場・時間を確
保し、安易な一日の始まりを
今までと変わりなく送ってい
る。

利用者を観察し、生活のリズ
ムや他の入居者との関わり
方、食の好みや得意なことを
把握している。また、バイタ
ルチェックは毎日行い入浴時
には全身の様子をさりげなく
観察している。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、本人、
家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録に記入
し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活かし
ている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの多機能化に取り組
んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人が心身の
力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支
援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られたかかり
つけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

様子を把握出来る様利用者
個々の連絡ノートを作成し、
意見交換やモニタリング、連
携医療関係者を含め課題とな
ることを話し合い介護計画の
作成に活かしてる。

個々の記録や介護日誌・ス
タッフノートの記入し、職員
間で情報を共有している。
ミーティング･カンファレンス
での話し合いによる、ケアの
工夫や知恵を活かしている。

本人、ご家族の要望に応じて
通院または通所の送迎等、必
要な支援には柔軟に対応して
いる。

地域包括センター。自治会の
協力により周辺情報をとりい
られるよう協力関係が構築さ
れている。

本人に状態、家族の希望を第
一に必要に応じて、主治医を
変更したり、より適切な医療
を出来る様努力している。
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朝日のあたる家

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、職場内
の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、できるだ
け早期に退院できるように、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から本人・家
族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分に説明しながら
方針を共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手当や初期
対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避難できる
方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力体制を築いてい
る

半年毎に防災訓練を実施し、
利用者の誘導・消防への通
報・消火作業等の確認を行
う。終了時には問題点を話し
合っている。夜間緊急連絡網
を作成した。災害時地域と連
携している。

訪問看護士が定期的に訪問。
職員は利用者の体調について
の相談をしたり、アドバイス
を受けたりしてる。

入院した病院の医師や家族と
の話し合いを通して、利用者
の回復状況把握に努め速やか
な退院支援に結びつけてい
る。

家族と主治医･職員と話し合い
をすることで、方針の統一を
図っている。職員全体でカン
ファレンスにて共有し、家
族・医療関係者等と連携を図
りチームで支援している。

救急の知識・人工呼吸･心臓
マッサージ・ＡＥＤの操作に
ついて消防署の協力を得て、
定期的に研修を実施している
夜間時の急変対応もマニュア
ルにより周知徹底を図ってい
る。
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朝日のあたる家
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねない言葉か
けや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定できるよう
に働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとりのペース
を大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望にそって支援
している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活かしな
がら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

個別ケアを基本に、プライバ
シー、生きてこられた背景、
価値観、考え方を考慮し敬意
を払い対応している。

常にコミュニケーションをと
り、本人が選択・決定しやす
い質問をし希望・好みに添え
るように支援している。

一人ひとりが本来持ってる
ペース・希望や好みを聞いて
柔軟に対応し支援をしてい
る。

衣服の更衣、選択は自分で決
めて頂いたり、決め兼ねる際
は助言している。訪問美容で
カットやカラーをし好みの髪
形に沿う様している。

利用者の出来ることを考慮し
た上で、食事の準備一緒に協
力して取り組んでいる。食事
も会話を盛り込んで共にして
いる。配・下膳や食器の仮洗
浄は日常的に行えている。
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保できるよう、
一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとりの口腔状
態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめるように、
職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じた入浴
の支援をしている

栄養バランスは管理栄養士に
定期的に指導を受けている。
摂取量・献立・食材を記録し
一人一人の状態･習慣に応じた
支援をしている。

毎食後全員に口腔ケアのう湯
同･言葉がけ･見守りの支援を
している。利用者に応じて、
訪問歯科など指導によりスポ
ンジ・ガーゼ等のケア用品を
選んで実施している。

個人の排泄に時間を記録し、
タイミングや素振りから声か
けしてトイレ誘導をしてい
る。

一日の水分の量や、食物繊維
を多くした食事、散歩や体
操・レクリエーション等を取
り入れ身体を動かすようにし
て自然排便を促すように取り
組んでいる。

入浴を一方的に決めず、本人
の希望を確認し、入浴してい
ただいている。仲の良い方同
士は一緒に入ってもらい一人
ひとりの気持ちに添って支援
している。
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評
価
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息したり、安
心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量について
理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとりの生活歴
や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援をし
ている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支援
に努めている。また、普段は行けないような場所でも、本人の希望
を把握し、家族や地域の人々と協力しながら出かけられるように支
援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、一人ひと
りの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるように支援してい
る

一人ひとりの生活のリズムを
職員全体が把握し、休息が必
要とされる方や状態に速やか
に対応している。眠剤を服用
されている方は、睡眠状態把
握し日中の活動の妨げになっ
ていないか確認している。
利用者各人の服用一覧出来る
様にしている。健康データ
カード・処方リストを職員全
員が確認していて職員は薬袋
の名前を確認し、投薬し捺印
するようにしている。

運動が好きな方には散歩の距
離をのばしたり、食事作りを
得意とする方には食事の準備
をして頂き、洗濯物を取り込
んだ際には一緒にたたんで頂
きできる力を最大限活かして
もらっている。
外食・買い物･音楽･映画鑑賞･
プラネタリウム･花見･温泉･地
域の行事などに参加する機会
を増やし五感刺激を得られる
よう支援している。

職員と共に買い物に行き日常
品やお菓子の購入をする。時
には、デパートなどに出かけ
好みの品を買う楽しみを提供
している。
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価
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取りができ
るように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ等）
が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しながら、使い慣
れたものや好みのものを活かして、本人が居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫している

年賀状・暑中見舞状他、本人
が作成した絵手紙等友人・家
族に出せるよう支援してい
る。電話は希望により居室に
設置している。

行事の写真や絵手紙・折り紙
など一緒に作った作品を飾り
安心できる居心地のよい空間
造りを心がけている。よしず
を利用し、外からの光をやわ
らかく工夫している。

リビングにはソファーを置き
居室内でも会話が楽しめるス
ペースがある。入居者個々の
状態の変化、入居者同士の関
係性等に配慮し、椅子の配置
をし、落ち着いて寛げるよう
取り組んでいる。
使い慣れた家具・写真・思い
出の品を多用し、利用者本人
の好みの居室となるように配
慮している。

一人一人の特徴を把握し、職
員が先回りせず利用者ができ
ることはなるべく自分で行え
るよう配慮し、機能低下を防
いでいる。
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朝日のあたる家
目　標　達　成　計　画

事業所名

作成日

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目     標
目標達成に
要する期間

1 9

入居者一人ひとりに目を向
けて、コミュニケーション
を取る時間が作れていな
い。

入居者一人ひとりの日々の
言葉、表情に気を配り、本
人の意に添った支援を強化
する。

１２ヶ月

2 12

重度化、終末期について、
全職員が家族と話し合える
機会が少ない。

重度化、終末期について、
入居者本人・家族の希望を
尊重し、全職員、医療機関
も含めて事前の十分な話し
合いと、関係者全員の協力
体制を構築する。

１２ヶ月

3 13

夜間災害時の避難方法を、
全職員が把握できていな
い。また、近隣の方々との
協力体制が充実されていな
い。

入居者に負担が掛からない
範囲内で、夜間の避難訓練
を実施する。

１２ヶ月

4

5

注）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

全職員が、重度化、終末期
について、医療機関、入居
者・家族と密接に話し合え
る場を設ける。月一度のカ
ンファレンス以外にも、必
要に応じて、重度化、終末
期ケア・カンファレンスを
設ける。

入居者に負担の掛からない
様、全職員、地域の方々の
協力のもと、夜間の避難訓
練を実施する。

朝日のあたる家

平成22年1月13日

目標達成に向けた
具体的な取組み内容

日々のケアの中で、入居者
の会話、表情から本人の希
望、何をしたいかを汲み取
り、実現に向けた支援をす
る。
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